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糖尿病看護実践能力評価指標の信頼性 ・妥当性の検証
瀬 戸 奈 津子*・ 清水 安 子*・ 石 井 秀 宗**・ 正 木 治 恵 辮
要 旨
本研究の 目的は,糖 尿病看護における実践能力育成プ ログラムの開発 に向け,糖 尿病看護に従事す る
看護師を対象 に糖尿病看護実践能力評価指標 の信頼性 ・妥 当性 を検証す ることである.糖 尿病看護認定
看護師の実践知よ り開発 した評価指標 をもとに,評 価項 目を洗練 し,糖 尿病看護認定看護師,な らびに
その施設で糖尿病の治療を主 目的に入院す る患者の最 も多い病棟の看護師計1,952名 を対象に,無 記名
式郵送法 による調査を実施 した.1,056名 の糖尿病看護 に従事する看護師によるデータに対 し,因 子分
析を行い,Chronbachの α係数 を算出 し,内 部一貫性 を解釈 し信頼性 を検証 した.ま た,自 己と他者で
マ ッチングできたデー タに対 し,得点間の ピア ソンの積率相 関係数を計算 して併存的妥 当性 を確認 した.
その結果,【専門的知識 ・技術によ り患者の個別性 に応 じて看護過程 を使 った看護 を提供できる】(26項
目)【施設内外の活動を通 して専門性を発揮することで評価が得 られ る】(20項 目)【医療専門職のチー
ムメンバー として看護の専 門性 を発揮 し評価 が得 られ る】(14項 目)【働 きかけによってスタッフを成長
させ ることができる】(5項 目)【実践能力向上に努め課題を見出 しなが ら自らの実践に根拠 と自信 をも
てる】(8項 目)【看護援助 の効果 として患者 アウ トカムが得 られる】(9項 目)【活動の効果 を評価 しつ
つ環境を獲得す るための戦略 を練 ることができる】(5項 目)【糖尿病看護 にや りがいを感 じられ る】(2
項 目)【専門的知識 ・技術に 自信 をもった上でスタッフを育成で きる】(5項 目)の9因 子 を構成要素 と
した94項 目か らなる糖尿病看護実践能力評価指標の信頼性 ・妥 当性が検証 された.
キー ワー ド:糖 尿病看護 、実践能力、評価指標
1.緒 言. 糖尿病看護認定看護 師(研 修生を含む)に 限定
糖尿病患者の急増に比 し,糖 尿病看護 におい されてお り,ス タ ッフ看護師対象 の糖尿病看護
て,高 度 な療養支援技術を提供できる公益社 団 実践能力評価指標 として活用す るためには,全
法人 日本看護協会認定の慢性疾患看護専門看護 国規模であらゆる状況 ・背景にある糖尿病看護
師や糖尿病看護認 定看護 師等の糖尿病看護を専 に従事す る看護 師を対象に評価指標を検証 し,
門に学んだ看護師やその育成機 関は僅か しか存 よ り一般化 し,ひ いては一定水準でスタッフを
在 しない.糖 尿病患者 に専 門性 の高い看護を提 育成できるプログラムが必要 と考 えるに至 った,
供す るには,多 くの看護 師の実践能力向上のた 筆者 らの先行研究3)に おいて、糖尿病看護認
め,糖 尿病看護実践能力育成プ ログラムの開発 定看護師 と日本糖尿病療養指導士,地 域糖尿病
が求め られている. 療養指導士の資格別糖尿病看護実践能力 自己評
また実践現場では,活 動 しやすい環境 を獲得 価 の比較 を試みたところ,6つ の因子について,
する役割等 も期待 されてお り,看 護技術 レベル 糖尿病看護認定看護師,目 本糖尿病療養指導士,
のみで実践能力を測るには限界があ り,実 践活 地域糖尿病療養指導士の順で有意 に高かった.
動 を行 う過程で拡大 した役割 をも捉 えた評価が また3つ の因子について,糖 尿病看護認定看護
必要である. 師は,日 本糖尿病療養指導士や地域糖尿病療養
この ような背景か ら,筆 者は,自 己と他者の 指導士 と比べ有意に高いとい う結果であった.
視点か ら補完的に評価でき,各 実践的役割や実 したがって,糖 尿病看護における実践能力育
践能力 を捉える側 面で 自らの強みや弱みが明 ら 成プ ログラム開発の基盤 となる研究 として,先
かにな り,そ れに応 じて実践能力の育成に活用 行研 究1)2)を もとに,糖 尿病看護に従事す る看
す ることができるとい う特徴をもつ糖尿病看護 護師を対象 に一般化 ・標準化をね らうべ く,糖
における実践能力 育成のための評価指標を開発 尿病看護実践能力評価指標 の信頼性 ・妥 当性の
し公表 した1)2). 検証が急務であると考えた.
一方,そ の評価指標における検証の対象は,
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∬.研 究 目的
本研究の 目的は,糖 尿病看護 における実践能
力育成プ ログラムの開発に向け,糖 尿病看護に
従事す る看護師 を対象 に糖尿病看護実践能力評
価指標の信頼性 ・妥当性 を検証することである.
皿.研 究方法
1.用 語 の定義 と研究の枠組み
1)用 語 の定義
糖尿病看護 にお ける実践能力:糖 尿病看護 に
従事す る看護師が実践活動 に必要 とす るカで、
実践的役割(実 践能力 に期待 され る役割)に 伴
って発展 してい くと定義 した1)2).
2)研 究 の枠組み
糖尿病看護 を専門に実践 している看護師の実
践知を集約 し,よ り実践現場 に密着 した評価指
標を開発するための研 究の枠組みは図1の 通 り
である.
2.調 査方法
1)調 査票の作成
(1)先 行研 究の82項 目か らなる実践的役割
ごとの 自己評価指標2)の 評価項 目をもとに,糖
尿病看護認定看護 師としての実践経験が5年 以
上であ り,糖 尿病看護 により専門性 の高い と筆
者 が選定 した看護師各4名2グ ループで,2度
の専門家会議 を実施 した.
先行研究の評価項目をもとにし調査票の作成
糖尿病看護により専門性の高い糖尿病看護認定
看護師各4名2グ ループで2度 の専門家会議を実施
調査票の完成
設置主体の異なる施設に勤務する糖尿病看護認定
看護師4名 によるプレテストを経て調査票を完成
評価指標の信頼性 と妥当性の検証
質問紙調査による評価指標の信頼性と妥当性の
検証
図1研 究の枠組み
尚,先 行研究の評価指標 は,糖 尿病看護認定
看護師対象に限られてお り,本 研究ではスタッ
フ看護師にも評価指標 を活用するため,先 の評
価項 目をもとに した ものの,会 議 を通 して別の
99の 評価項 目として作成 され た.
(2)会 議内容は,「実践能力が,そ の後実践 を
積み重ねた糖尿病看護認定看護師か ら見て妥当
か」「追加 あるいは削除 した方が良い項 目はある
か」 「他項 目との整合性は どうか」等である.
(3)統 計学分析 ・解析 のスーパーバイズ担 当
の分担研 究者 と会議 を重ね,糖 尿病看護におけ
る実践能力についての調査票 を作成 した.な お
設置主体の異なる施設に勤務す る糖尿病看護認
定看護師4名 によるプ レテス トを経て,特 段問
題がみ られなかったため変更なく調査票を完成
した.
2)調 査対象
検討 した結果,糖 尿病 の治療を主 目的で入院
す る患者 の最 も多い病棟 に調査票 を配布するた
め,公 益社団法人 日本看護協会認定の糖尿病看
護認定看護師201名(2010年6月 現在)の 勤
務す る施設の糖尿病看護認定看護師及びスタッ
フ看護師合計1,952名 とした.
予 めe-mailに て糖尿病看護認定看護 師に書
面を通 して研究協力 を依頼 し,① 研究協力の可
否,② 依頼状 の送付方法(依 頼先は看護 部長か
自身か,同 封 か別送か等)の 希望,③ 自施設の
糖尿病の治療 を主 目的に入院 している患者 の最
も多い病棟 のスタ ッフ看護師数 を聞き,承 諾の
得 られた者 のみ調査対象 とした.
3)調 査手順
看護部長 あるいは糖尿病看護認定看護 師宛に
調査依頼 を送付 し,自 己評価 として,糖 尿病看
護認定看護師(調 査A)に80部 郵送 し,糖 尿
病看護認定看護 師及び糖尿病の治療 を主 目的で
入院す る患者の最 も多い病棟 の全スタッフ看護
師(調 査B)に 計1,952部 配布 した.
また他者評価(糖 尿病看護 を初 めて1年 以内
の看護師,最 も糖尿病看護に専 門性が高い看護
師,中 堅の看護師の3段 階設定)と して,糖 尿
病看護認定看護師に80部 郵送 し,各 段 階に対
応す るスタッフ看護師に対 し糖尿病看護認定看
護 師か らの評価 を得た(調 査C-1)。3段 階の
設 定は,糖 尿病看護認定看護師が病棟外来勤務
を問わずスタ ッフ看護師の中か ら,糖 尿病看護
を初めて1年 以内の看護 師1名,糖 尿病看護 の
専門性 が高い看護師1名,そ の中間の看護 師(中
堅)1名 の合計3名 を選 出して もらった.他 者
評価 を得た理 由は,自 己 と他者の相関関係,及
び将来的に糖尿病看護実践能力育成プ ログラム 
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を開発する際に,実 践能力の発展過程を明らか
にす るためである.
さらに該 当す るスタッフ看護師か ら自己評価
を得た(調 査C-2).
4)調	査期間
2010年6月22日 ～7月30日
5)調 査内容
(1)調 査A:施 設概要,属 性,実 践能力 自己
評価,実 践能力重要度
(2)調 査B:施 設概要 を除く調査Aと 同様 の
内容
(3)調 査C-1:実 践能力他者評価
(4)調 査C-2:実 践能力 自己評価,実 践能
力重要度
3.分 析方法
1)分	析対象
調査票は,自 己評価 につ き糖尿病看護認定看
護 師か ら72部 回収 され(回 収率90%),ス タッ
フ看護師か ら1,117部 回収 され(回 収率57.2%),
他者評価 につ き各80部 ずつ回収 された(回 収
率100%).本 研 究では,糖 尿病看護実践能力評
価 指標 の信頼性 ・妥当性を検証するために,実
践能力 自己評価にっき糖尿病看護認定看護師並
びにスタ ッフ看護師3分 の2(3分 の1は 糖尿
病看護実践能力育成プログラムの開発過程 にお
いて,交 差妥当性 を確認す るた めに残 した.3
分の2と3分 の1と の対象者の概要に有意差無
し),他 者評価対象 の3段 階のスタッフ看護師
を合わせ,計1,056部,お よび実践能力他者評
価 につき,3段 階各80部 の計240部 を分析対
象 とした.
2)信 頼性の検証
重みな しの最小二乗法 によるpromax回 転 を
用いた因子分析 を行い,内 部一貫性 を解釈 し,
削除項 目を検討 した.Chronbachの α係数を因
子 ごとに算 出した.
3)妥 当性の検証
併存的妥 当性 を検証す るために,3殻 階の 自
己評価 と他者評価でマ ッチ ングで きた対象(n
=240)に 対 し,合 計得点問の ピア ソンの積率
相 関係数 を計算 しした.ま た調査票の作成に協
力 を得た糖尿病看護認定看護師 としての実践経
験が5年 以上であ り,糖 尿病看護 によ り専門性
の高い糖尿 病看護認定看護師に評価指標 を検討
しても らい,表 面妥 当性 ・内容妥当性の検証を
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得 た.
以 上 の 分 析 に は,MicrosoftExcel2010及び
IBMSPSSStatisticsBasever.18を用 い た.
4.倫 理的配慮
依 頼文 に問合せ 先を明記 し,電 話,FAX,
e-mailで の問合せができるよ うに し,調 査の趣
旨や,参 加が 自由意思であること,協 力できな
くなった場合には返送 しないで構 わないこ と,
それによる支障がないこと,調 査A・B・C-1・
C-2と も無記名式にて個人は特定 され ない,
取 り扱いデータに施設の名称や住所等は含まれ
ない,結 果 の公表の際,回 答施設や個人が特定
されない よう留意す ることを説 明 した.
調査Bな らびに調査C-2に ついては,糖 尿
病看護認定看護師が配布するため,各 スタ ッフ
看護師の回答 において個人が特定 されないよ う
に,調 査票の数だけ返信用封筒を用意 し,封 入
後 に回収するよ うに配慮 した.
尚,本 研究 は,大 阪大学保健学倫理委員会の
承認 を受 けて行った.
N.結 果
1.対	象 者 の概 要

自己評 価 の1,056名 の年 齢 は,平 均32.73

(SD8.78)歳,経 験年 数 は,平 均10.13(SD8.27)
年,糖 尿病 看護 経 験年数 は,平 均4.61(SD4.22),
糖 尿 病看 護認 定看 護 師の場合,そ の 経験年 数 は,
3.52(SD2.36)年 で あ った.
2.評 価 項 目の得 点状 況
評 価 項 目の得 点状況 を表1に 示す.最 も高か
った項 目は,「5.患 者 の望 みや考 えを知 り、役
に立 ちた い と思 う」が平均4.2(SD128),「7.
患者 との 日頃 のか かわ りを大切 に して い る」が
平 均4.19(SD1.24),「4.かか わ り方 を意 識
して患 者 と向 き合 う」が 平均3.89(SD1.25)
の順 で あった.
最 も低 か った項 目は,「89.活 動 に よって施
設外 か ら実 践活 動 を任 され る」 が 平均L75
(SD1.23),「82.施 設 外 に情報 提 供等 の相 談活
動 を行 う」 が 平均1.79(SD1.16),「87.活動
に よって糖 尿病 看護 に 関す る相 談 ・講演 等 の依
頼 お よび件 数 が増 え る」 が1.97(SD1.33)の
1頂で あ った. 
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表1評 価 項 目の 得 点 状 況n=1,056
'iii平 均値 標準癧差
諜専門釣知識と技籀に自信莚ある2921327
2患 者に鶴し.艮い方向を目指もて継続釣に支援する352126
3糖 尿病看護に楽しさと難しさを感じる3881射
a.か かわり方を意識して患者と向き合う 嬲9125
5患 者の望みや考えを知琴、役に立ちたいと思う420鴛8
6患 者を身捧釣麗面だけ奪はなく心理・社会妁魍面から生話している人として捉えるs .ss翅5
7.患 者との日壌のかかわ婆を大切にしている4 .19紐4
爨 爨 覊 黥蠶 覊 灘知。____蠹_韈
1嘱勧 矯 騰 輪 が砲欄 謎 万・・する 難"・
1癰 鑼 諜 騾 蘿纛 ・工夫す・1籌 認;1
13患者自身の目熱鰲轗 でき蕪 驫 目詣す _一____3撚 一、。_12蓬
14かかわった鰯 を客瀰 に巒 返る2鍵{i32
韆 難...................................................................................................................................................................る___3.aT3.U6325?1.191.19128

18懿 鵬 え選 解蘇 癒 を腱 出す3.&71⑳
礪 騙 働 ・賄 ・髏 与える生落躙 す礁 鰥 る3.7772・
20患 者の身...,態を把握できる37麟 鶉7も　 ハ　 　 む　ん　 け　 いん　り　 げ 　リヤぴ リリハリリ　　 　 　　　 　 ザリハリリリ ザ　 　 　い　いヒ 　 ぼ
,2億 翻 生活taiつ嬢 事搬 橢 える蒜に讙 する 。 跚 罫… 灘
22患 者 の生活 にあった邏 動療 法が行えるように譌整す る327?323
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sa働きか鞍によつてスタッフ赫患者仁罌心を持ちかかわるz .az控g
-4一
諦 瓊目
ss髄 きか姨こよってスタッフ赫自主妁に糖尿病看護を学習する
ss働 き醒灘こよってスタッフが患者との信藾鬻係を築くことができる
窮 蝕き血けによってス少ヅフが患考に選姆な媛助を提盤できる
ss箆 設の糖尿病看護への期待を悪案し專霧盤を発揮できる歌淡かを見極ある
薄 翻織の資源を7セスメントし活勲のための戦賂を績る

刀 落懃魏柔を嘉緬する

72看 護援聽の効果や雙用靉効果などの実纏の示も方を思案する

73無 勲環境獲得のための戦谿を蕪る

74m病 看護が実織できる部署で働韮ナるようにする

75韃 尿病看護⑳専劉外来を設立・実賎する

7s專 鍔牲を発揮しやずい立場で実銭する

77時 閼と壗奮を蘿撮して看護報談療 養軆導を石う

78雇 饐な瞑箏看護飆談・療養播導を実銭ずる

7S可 能な鰻ぢ医療専門職への相談落黐を行う

麗 箔黐謎靉を麓設に礎示する
 
87飽 設に活黐のmを 報告する

$2篦 設猶・に錆報皺 等の掘談活巍を行う

83糖 塚病看護に罌する境挨を捲握し危橇箜理を行う

$4活 戔自によつて糠尿病看護が実践できる都署で働雛るよ5になる
$5活 勲によって韃尿病看護が実践できる立場で働鍾るようになる
86活 蘇二よつて専門煙を発揮しやすい立場で実賎できるよう萋こなる
87蠢 黐によつて穂尿病看護に翳する絹談・講湊等の依蘰および孵数が増える
33活 垂塰こよつて旛設霹から実銭奮覇を任される
83活 黐韮二よづて葹設外から実銭籍鶸を狂される
麗 看謹媛靆の黐梁の実慈から活黐意欲莎わく

鎖 議勲碗容を貘索しチャレンジ籍神を持つ

sz自 らの専霧盤を客観釣に評癈する

93勉 強もた碗春が実賎で綬立つと慈ごる

鱒 看護の専門麹 こ豈甚を慈O自ら⑳実践緯駐遯と自鬟赫ある

師 目釣ある実慧の蘯み重ねで自らの実賎能力の露土に努める

9§ 自らの1実賎を振弓返サ課錘を見出す

sa勉 強もた誨容を活かしたか熱わ弓で看護援期⑳魏髪を悪じる

麗 琢鯵参藩・学会発表等をする

93籠 尿病看護に幾する資嶺をmし た蓼緩鷂すること赫できる

*項 目番号は調査票に準ずる
3.因 子分析結果
1,056名 の 自己評価に対 し,探 索的因子分析
を行い,内 部一貫性 を保持するため因子負荷量
が0.4以 下の項 目を削除 し,さ らに因子分析 を
繰 り返 した ところ,最 終的に99の 評価項 目か
ら5項 目削除され、第1因 子26項 目,第2因
子20項 目,第3因 子14項 目,第4因 子5項 目,
第5因 子8項 目,第6因 子9項 目,第7因 子5
項 目,第8因 子2項 目,第9因 子5項 目の計9
因子94項 目が抽出された.
9つ の因子の抽出基準については,固 有値や
スク リープロッ ト,累積寄与率 を参照 しながら,
調査票作成時 と同 じメンバーによる専門家会議
での議論 によ り,因 子の解釈 可能性に基づいて
9因 子 とするのが妥当と判断 した.と りわけ第
8因 子 は2項 目のみであ り,関 連が強い と見受
けられ る項 目を移 し,8つ の因子に減 らして確
認 的因子 分析 を実施 しても,納 得のい く結果は
得 られず,重 要な項 目として残すに至った.
一5一
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4.因 子の命名
抽出 された9因 子に対 し,実 践項 目の内容を
吟味 ・検討 し,第1因 子は,「24.安 全で確実1
な技術の習得 がで きるよ うに援助 を提供す る」
「25.血 糖値の変動 を把握 して療養法 に活かせ
るよ うに生活調整 できる」 「15.患 者 の気持 ち
や行動変容 ・身体状態を表すデータの変化か ら
援助効果を評価す る」 「16.患 者が療養 しやす
い入院 ・外来 ・家庭 ・社会環境等を整 える」「8.
患者が援助者 を支援者 として捉えていることを
実感できる」等が項 目に含まれていることか ら,
【専門的知識 ・技術 により患者の個別性に応 じ
て看護過程を使 った看護 を展開できる】 と命名
した.
第2因 子は,「82.施 設外 に情報提供等の相
談活動 を行 う」「87.活 動によって糖尿病看護
に関す る相談 ・講演等の依頼および件数が増え
る」「61.糖尿病看護 に関する院内研修 を企画 ・
運営す る」 「99.糖 尿病看護 に関す る資格 を取
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得 した り継続す ることがで きる」 「98.研 修参
加 ・学会発表等 をす る」等が含まれていること
か ら,【施設内外の活動 を通 して専 門性 を発揮す
ることで評価 が得 られ る】 と命名 した.
第3因 子 は,「47.医 療専門職 と円滑に情報
交換 を行っている」厂45.チ ーム内の調整 をは
かる」 「42.他 職種 と違 う看護の専 門性 を発揮
してい ると感 じる」「48.協 働に よって医療専
門職 か ら看 護 援助 の効果 の評 価 が得 られ る」
「50.協 働 によってチームの一員 としての役割
について評価が得 られ る」等 が項 目に含 まれて
い ることか ら,【医療専門職のチームメンバー と
して看護 の専門性を発揮 し評価が得 られ る】 と
命名 した.
第4因 子 は,「64.働 きかけによってスタ ッ
フが患者 に関心を持ちかかわる」 「66.働 きか
けによってスタ ッフが患者 との信頼関係 を築 く
ことがで きる」 「65.働 きかけによってスタッ
フが 自主的に糖尿病看護 を学習す る」等が項 目
に含まれていることか ら,【働きかけによってス
タ ッフを成長 させ ることができる】と命名 した.
第5因 子 は,「95.目 的ある実績 の積み重ね
で 自らの実践能力の向上 に努 める」 「90.看 護
援助 の効果 の実感 か ら活動意欲がわ く」 「94.
看護の専門性 に責任 を感 じ自らの実践 に根拠 と
自信がある」等が含まれていることか ら,【実践
能力向上に努 め課題 を見出 しなが ら自らの実践
に根拠 と自信 をもてる】と命名 した.
第6因 子は,「32.看 護援助 によって患者 が
自分で糖尿病の コン トロール をできるとい う実
感 を述べる」 「33.看 護援助 によって患者 が 自
己管理方法 を実行 してみる と述べ る」 「37.看
護援助 によって患者 の身体状態 を表すデー タが
改善す る」等が含まれ ていることか ら,【看護援
助の効果 として患者 アウ トカムが得 られる】 と
命名 した.
第7因 子 は,「72.看 護援助の効果や費用対
効果 な どの実績 の示 し方 を思案す る」 「70.組
織の資源 をアセスメン トし活動のための戦略を
練 る」 「69.施 設の糖尿病看護への期待 を思案
し専門性 を発揮できる状況かを見極める」等が
含まれてい ることから,【活動 の効果 を評価 しつ
つ環境を獲得す るための戦略を練 ることができ
る】 と命名 した.
第8因 子は,「5.患 者 の望みや考 えを知 り、
役に立ちたい と思 う」「3.糖 尿病看護 に楽 しさ
と難 しさを感 じる」か らなることか ら,【糖尿病
看護 にや りがいを感 じられる】と命名 した.
第9因 子 は,「52.ス タッフに糖尿病看護の
楽 しさと難 しさを感 じて ほしい と思 う」 「53.
スタ ッフの患者理解が進み援助技術が向上す る
ように検討す る」 「54.ス タ ッフの患者 とのか
かわ り方の変化 を実感す る」等が含 まれている
ことか ら,【専門的知識 ・技術に 自信 をもった上
でスタ ッフを育成できる】 と命名 した(表2),
因子相関行列は,表3の 通 りである.
5.信	 頼 性 の検証
Chronbachの α係数 を因子 ご とに算 出 した.
〈 〉 内 は,糖 尿 病看護 認 定看護 師 の み抽 出 し
て算 定 した値 で あ る.
【専 門 的知識 ・技術 に よ り患者 の個別 性 に応
じて看 護 過 程 を使 った看 護 を展 開で き る 】(26
項 目)0.980〈0.959>,【 施 設 内外 の活 動 を通 し
て 専 門 性 を 発 揮 す る こ とで 評 価 が 得 られ る 】
(20項 目)0.969〈0.950>,【 医療 専 門職 のチ ー
ム メ ンバ ー として看 護 の専 門性 を発揮 し評 価 が
得 られ る 】(14項 目)0.940〈0.942>,【 働 きか
けに よ っ て ス タ ッ フ を成 長 させ る こ とが で き
る】(5項 目)0.966〈0.966>,【 実 践 能力 向上 に
努 め課 題 を見 出 しなが ら 自らの実 践 に根拠 と 自
信 を もて る】(8項 目)0,953〈0。918>,【 看護 援
助 の効 果 と して患者 ア ウ トカ ムが得 られ る】(9
項 目)0.968〈0.960>,【 活動 の効果 を評価 しつ
つ環境 を獲得 す るた めの戦 略 を練 るこ とがで き
る】(5項 目)0.952〈0.936>,【 専 門的知 識 ・技
術 に 自信 を もっ た 上 で ス タ ッ フ を育成 で き る
(5項 目)0.927〈0.891>と 算 出 され た.
尚,【糖 尿 病看 護 にや りが い を感 じられ る】(2
項 目)に つ いて は,単 相 関係 数 を算 出 した とこ
ろ,0.666〈0.637>で あっ た.ま た全 体 の94
項 目では,0.990〈0.985>と 算 出 され,内 的整
合性 が高 く信 頼性 を検 証 で きた.
6.併 存 的妥 当性 の検 証
3段 階 の 自己評 価 と他者 評価 でマ ッチ ングで
きた対 象(n=240)に 対 し,合 計得 点 間 の ピア
ソンの積 率相 関係 数 を計算 した ところ,9因 子
ご と及 び 全体 のす べ て に相 関(r=0.803～0.975,
p<0.01)が あ り(表4),併 存的 妥 当性 を検 証
で きた. 
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表2実 践能力評価の因子分析結果
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7.表	 面妥当性 ・内容妥 当性の検証 者の望みや考えを知 り、役 に立ちたい と思 う」,
糖尿病看護に より専門性 の高い糖尿病看護認 「7.患 者 との 日頃のかかわ りを大切に してい
定看護師に評価指標を検討 してもらい,表 面妥 る」,「4。 かかわ り方 を意識 して患者 と向 き合
当性 ・内容妥 当性 の検証を得た. う」は,い ずれ も看護 の基本 といえる.そ の一
方で,低 かった項 目は,「89.活 動 によって施
以上,信 頼 性 ・妥当性 の検証 を経て,9因 子 設外 か ら実践活動 を任 され る」 「82.施 設外に
か らなる94項 目の糖尿病看護実践能力評価指 情報提供等 の相談活動 を行 う」 「87.活 動 によ
標の信頼性 ・妥 当性 が検証 された. って糖尿病看護に関す る相談 ・講演等の依頼お
よび件数が増 える」等,糖 尿病看護認定看護師
V.考 察	 の特定の看護分野 において、看護者に対 しコン
1.評 価指標 の信頼性 ・妥 当性	 サルテーシ ョンを行 う 「相談」の役割4)や ア ウ
Chronbachの α係数 を因子 ご とに算 出 したトカムを示す とい う,よ りエキスパー ト性の高
値 は,0.940～0.980で あ り,糖 尿病看護認定看い実践能力 と考えられ,実 践能力が向上す るプ
護 師のみ抽出 して算 出した値 は,0.771～0.966 ロセスが うかがわれた.
であった.ま た94項 目全体では,0.990,糖 尿 9因 子の うち,第1因 子 【専門的知識 ・技術
病看護認定看護師のみでは,0.985で あ り,内 によ り患者の個別性 に応 じて看護過程を使 った
的整合性 は保たれていると考 えられる. 看護 を展開できる】,第3因 子 【医療専門職 の
また 自己評価 と他者評価の得点間では,高 い チームメンバーとして看護 の専門性 を発揮 し評
相 関がみ られ,併 存的妥 当性の確認ができた と 価が得 られ る】は,糖 尿病看護 に限 らず,看 護
ともに,糖 尿病看護によ り専門性の高い糖 尿病 の基盤 とな る構成要素 といえる.と りわけ,第
看護認 定看護師 に よる検討 か ら得 た表 面妥 当 5因 子の 「91.活 動内容を模索 しチャレンジ精
性 ・内容妥当性 の検証 により,よ り実践に即 し 神 を持つ」は,Skar5)が 看護師はいつも彼 らの
た評価指標 になった と考える. 経験が少ないところでの新 しい状況に直面する
と意味づ け,説 明 した職場における看護師の 自
2.評	価指標にお ける構成要素の解釈 律 性の経験 の記述にある,挑 む こと,あ えて行
評価項 目の得点の高かった項 目は,「5.患 うこと(todare)に 通ずる と考 える. 
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一方,第2因 子 【施設内外の活動を通 して専
門性 を発揮す ることで評価が得 られ るL第4
因子 【働 きかけによってスタッフを成長 させ る
ことができる】,第7因 子 【活動の効果 を評価
しつつ環境 を獲得す るための戦略を練ることが
できる】,第9因 子を 【専門的知識 ・技術に 自
信 をもった上でスタ ッフを育成できる】は,糖
尿病看護認定看護師の3つ の役割の うち,特 定
の看護分野 において,看 護実践を通 して看護者
に対 し指導 を行 う「指導」4)あるいは前述の 「相
談」の役割にかかわる構成要素であ り,管 理的
な要素も含まれてお り,第1因 子や第3因 子 と
性質が異なる実践能力 と考 えられる.こ れ らは,
糖尿病看護 に専門分化 した糖尿病看護認定看護
師 とい うエキスパー トナースに とって必要な実
践能力であ り,す なわち,エ キスパー ト性が高
まるにつれて,重 要 な構成要素 となる.
糖尿病は,コ ー ビン とス トラウスが提唱 した
病みの軌跡の概念をもとに,患 者の医療 を目的
としたセル フケアより,病 状の悪化 を防ぎ,き
わめて緩1曼な経過 を辿 るこ とが可能 とされる,
経過の緩 慢な慢性病6)に 位置づけ られ る.第6
因子 【看護援助の効果 として患者アウ トカムが
得 られ る】は,糖 尿病看護 にとって可視化 され
る患者ア ウ トカムの提示 が困難 な反面,看 護実
践 の評価 として極 めて重要である.
わずか2項 目なが ら重要な項 目として残す に
至 った第8因 子 【糖尿病看護 にや りがいを感 じ
られ る】は,Benner')が 述べてい る,"距 離を
おいた"観 察者 は,患 者 の微妙 な変化 に気づ き
に くい.だ か らこそ,熟 練 した仕事には,あ る
レベルの傾倒 とまき込まれ ることが必要である
とい う考えに通ずる.熟 練 した仕事 を成すた め
には,糖 尿病看護へ の傾倒が不可欠でなかろ う
か.
3.本	研究による評価指標の意義
先行研究1)2)で は,5つ の実践的役割(実 践
能力に期待 され る役割)ご との因子分析 によっ
て内部一貫性 を解釈 し開発 した糖尿病看護認定
看護師対象に活用す る合計82項 目か らなる評
価指標である.一方,本 研究 による評価指標 は,
糖尿病看護認定看護師のみ ならず糖尿病の治療
を主 目的で入院す る患者 の最 も多い病棟の全ス
タ ッフ看護師を対象 に加 えて全国規模 で検証 し
てお り,よ り信頼性 ・妥 当性 が保証 された9因
子 を構成要素 とした94項 目からなる評価指標
である。 したがって,ス タッフ看護師の実践能
力評価に広 く活用でき,自 己他者評価 問わず活
用可能性があること等の意義があ り,今 後実践
能力育成プログラム運用の前後評価 として も,
活用できると考 えてい る.
第3因 子 【医療専門職のチームメンバー とし
て看護の専門性 を発揮 し評価 が得 られ る】,第4
因子 【働 きかけに よってス タッフを成長 させ る
こ とができる】,第9因 子 【専門的知識 ・技術
に 自信 をもった上でスタ ッフを育成できる】は,
糖尿病患者数に比べて糖尿病看護 を専門 とす る
看護 師が極 めて少ない とい う中で,医 療専門職
のチームメンバー として看護 の専門性 を発揮 し,
スタッフ看護師を成長に導 き育成す ることは意
義が大 きい.こ れは,Clinica1NurseSpecialist
の実践パ ター ンの研究8)に おいて,CNS活 動
とア ウ トカムとして,多 くのCNSの 多数の間
接的なケア活動に関係 している.特 に,CNSの
85%以 上が ミーテ ィングに出席 し,他 の医療専
門職 か らのコンサルテーシ ョンを受 け,ス タッ
フを教 え,そ してスタッフを支援す るためにコ
ンサルテーシ ョンした と報告 した結果 と合致す
る.
さらに,第5因 子 【実践能力 向上 に努 め課題
を見出 しなが ら自らの実践に根拠 と自信 をもて
るL第6因 子 【看護援助の効果 として患者 ア
ウ トカムが得 られ る】,第7因 子 【活動の効果
を評価 しつつ環境 を獲得す るための戦略を練る
ことがで きる】は,慢 性疾患患者のた めの斬新
な 医 療 提 供 モ デ ル に お け るNurse
practi七ionersの役割 を記述す る研究9)に おいて
明 らかになった,コ ミュニテ ィー リソースと政
策(患 者の医療マネジメン トのニーズを満たす
ための地域に密着 した資源 を特定 し起動す るこ
と),組 織的なサポー ト(す べてのレベルにおい
て リーダシップがケアと改善を強めるためのメ
カニ ズム を提供す ること),臨 床情報 システム
(効果的効率的なケアを促進す るためのデータ
を体系化 し活用す ること)に 類似 した部分があ
る と考 えられた.よ って,ス タ ッフ看護師の糖
尿病看護 にお ける専門性の発展過程 に応 じた活
用可能性の示唆が得 られた.
本研究 による評価指標は,あ らゆる場 におい
て個別 の能力 ・評価に応 じた評価指標 として有
用であ り,引 き続 きこれ らをもとに糖尿病看護 
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にお ける実践能力育成プ ログラムを開発できれ
ば,多 くのスタッフ看護師の実践能力の向上 に
つなが り,わ が国の急増 している糖尿病患者 に
対 し,高 度 な療養支援技術の提供に貢献できる
と考 える.
4.本 研究の限界 と今後の課題
本研究では,糖 尿病看護認定看護師の勤務す
る施設の糖尿病看護認定看護師及びスタッフ看
護師 を対象 に調査 を実施 した.よ って,前 述の
糖尿病看護認定看護師による 「指導」や 「相談」
によ り,既 にスタ ッフ看護師の育成に影響を与
えていると考 えられ,糖 尿病看護認定看護 師不
在 の施設 よ りもスタッフ看護師の実践能力が高
い可能性は否 めない.一 方で,我 が国の重大な
健康問題である糖尿病 の看護に従事する看護師
の専 門性 を高めることは喫緊の課題であ り,糖
尿病看護認定看護 師不在の施設 においても,本
研究の実践能力評価指標 を活用 し,汎 用可能性
を探求 してい く必要がある.
今後は,引 き続き階層的クラスター分析等 に
よ り解析 を進 め,経 験年数や資格の有無 によ り,
実践能力の獲得 に1頂序性があるかどうか,実 践
能力の発展過程及び糖尿病看護 に従事す る看護
師の特性 を見出 したい と考えている.そ して,
育成 の視点か ら見た ときにどの順で獲得すれ ば
効果的かについて実践能力の優先性 と順次性 を
吟味 ・検討 し,糖 尿病看護における実践能力育
成 プログラムを開発 し,そ の普及 と効果 の検証
につ なげてい くことが課題である。
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VERIFYING THE VALIDITY AND RELIABILITY OF THE 
EVALUATION INDEX FOR COMPETENCY OF DIABETES CARE 
NURSES IN JAPAN 
Natsuko Seto, Yasuko Shimizu, Hidetoki Ishii, Harue Masaki 
Abstract 
The objectives of this study were to reliability and verify the competency in diabetic care in order to 
develop a diabetes nursing education program in Japan. A questionnaire survey was conducted in 
the form of self-evaluation items for 1,952 Diabetes nurses. A total of 1,056 responded data were 
analyzed, and 94 items were extracted as the result of factor analysis. Chronbach's a coefficient was 
computed to verify reliability, and Pearson's r was calculated to assess the convergence validity 
between each item on the self- and other evaluation forms, The result showed 9 factors: Specialized 
nursing using the nursing process (26 items), Specialty through activities inside and outside the 
institution (20 items), Specialty of nursing as component of the health professional team(14 items), 
Development of staff by education (5 items), Confidence to ability to practice by self-study (8 items), 
Patient outcome after nursing assistance (9 items), Strategy to attain an activity environment 
based on the evaluation (5 items), Feeling of worth in diabetes nursing (2 items) , Staff education 
based on expertise and skills (5 items). As a result of verifying the validity and reliability of the 
evaluation items which consists of 94 items for diabetes nurses, and suggested that evaluation 
index based on 9 explanatory concepts of Diabetes Nursing. 
Key word : Diabetes Nursing, competency, evaluation index 
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